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第57期　定時株主総会招集ご通知

日　　時
2019年５月29日（水曜日）午前10時

（受付開始　午前９時）

場　　所

新潟県燕市吉田西太田字潟向2084番地２

当社本社 大ホール（３階）

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

決議事項

第１号議案　剰余金の処分の件
 

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除

く。）４名選任の件
 

第３号議案　監査等委員である取締役２名選任の件
 

第４号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選

任の件

ツインバード工業株式会社
証券コード　6897

表紙
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証券コード　6897

2019年５月10日

株 主 各 位

新潟県燕市吉田西太田字潟向2084番地２

代表取締役社長 野 水 重 明

第57期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

さて、当社第57期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますの

で、ご出席くださいますようご通知申しあげます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使する

ことができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討

のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただ

き、2019年５月28日（火曜日）午後５時30分までに到着するようご返

送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具

記

１．日 時 2019年５月29日（水曜日）午前10時

（受付開始　午前９時）

２．場 所 新潟県燕市吉田西太田字潟向2084番地２

当社本社 大ホール（３階）

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項

報 告 事 項 １．第57期（2018年３月１日から2019年２月28日まで）事業

報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会

の連結計算書類監査結果報告の件

２．第57期（2018年３月１日から2019年２月28日まで）計算

書類報告の件

－ 1 －

表紙
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決 議 事 項

第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

第３号議案 監査等委員である取締役２名選任の件

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出

くださいますようお願い申しあげます。

◎本招集ご通知に添付すべき書類のうち、連結計算書類の「連結株主資本等変動

計算書」及び「連結注記表」並びに計算書類の「株主資本等変動計算書」及び

「個別注記表」につきましては、法令及び当社定款第15条に基づき、インター

ネット上の当社ウェブサイト（アドレス http://www.twinbird.jp/）に掲載し

ておりますので、本招集ご通知の添付書類には記載しておりません。

　なお、監査等委員会または会計監査人が監査報告または会計監査報告を作成す

る際に監査した連結計算書類及び計算書類は招集ご通知の添付書類に記載の各

書類のほか、インターネット上の当社ウェブサイトに記載しております「連結

株主資本等変動計算書」及び「連結注記表」並びに「株主資本等変動計算書」

及び「個別注記表」となります。

◎ご出席いただいた株主様には、お土産をご用意しております。

◎株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた

場合は、インターネット上の当社ウェブサイト

　（アドレス http://www.twinbird.jp/）に掲載させていただきます。

◎「第57期定時株主総会招集ご通知」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表

示に変更しております。

－ 2 －
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（添付書類）

事　 業　 報　 告

( 2018年３月１日から
2019年２月28日まで )

１．当社グループの現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国の経済は、企業収益の向上及び雇用・所

得環境の改善を背景に景気は緩やかな回復基調で推移しました。しかしな

がら海外における米国の保護主義的な通商政策による貿易摩擦の激化、英

国のＥＵ離脱交渉を始めとした各国政治情勢の不安定、中国経済の減速な

どにより景気の先行き不透明感が高まり、年度末にかけては景気の減速が

懸念される状況となりました。

このような経済環境の中、当社グループの当連結会計年度における売上

高は11,625百万円となり、前期比1,538百万円の減収（増減率△11.7%）と

なりました。国内市場における競争激化の中で、ここ数年高付加価値型の

新製品開発が続いたため新製品の投入が遅れたことにより上期は大きく減

収となりました。一方、年末商戦や新生活需要に向けて重点新製品として

全自動コーヒーメーカーを投入し、さらに好評いただいております単独・

少人数世帯向け冷凍冷蔵庫のラインナップを拡充した結果、当第４四半期

（12月～２月）におきましては前年同期比増収となりました。

営業利益は113百万円となり前期比97百万円の減益、経常利益は57百万円

となり前期比48百万円の減益、親会社株主に帰属する当期純利益は18百万

円となり前期比89百万円の減益となりました。上期までの売上高減収に加

え、新製品開発時の品質改善費用の発生、中国における製造原価の上昇、

及び国内物流における運賃や倉庫費用の増加等が影響しております。なお

当第４四半期におきましては売上高の増収により利益も回復しております。

－ 3 －
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営業品目別売上状況は次のとおりであります。
（単位：千円）

品 目 別 売 上 高 構 成 比 （ ％ ）

製品

照 明 器 具 414,038 3.56

調 理 家 電 2,916,160 25.09

ク リ ー ナ ー 2,190,906 18.85

生 活 家 電 2,273,283 19.55

冷 蔵 庫 1,647,469 14.17

Ａ Ｖ 機 器 1,401,973 12.06

健 康 理 美 容 機 器 431,486 3.71

そ の 他 350,485 3.01

合 計 11,625,804 100.00

（資産、負債及び純資産の状況）

当連結会計年度末における総資産は12,521百万円となり、前連結会計年

度末より36百万円減少いたしました。現金及び預金が581百万円の減少、売

掛金及び受取手形が255百万円減少しており、一方、商品及び製品が756百

万円増加しております。

負債は6,016百万円となり、前連結会計年度末より14百万円増加いたしま

した。長期借入金が311百万円の減少、短期借入金が500百万円増加してお

ります。

純資産は6,504百万円となり、前連結会計年度末より50百万円減少いたし

ました。その他有価証券評価差額金が142百万円の減少、繰延ヘッジ損益が

163百万円増加しております。

（キャッシュ・フローの状況）

営業活動によるキャッシュ・フローは１百万円の支出となり、前期比725

百万円の支出増加となりました。新生活需要に向けた冷凍冷蔵庫などの高

価格製品の在庫増加により、棚卸資産の増減額が△640百万円となりまし

た。

投資活動によるキャッシュ・フローは551百万円の支出となり、前期比

219百万円の支出増加となりました。重点新製品開発に伴う金型投資が増

加し、有形固定資産の取得による支出が前期比291百万円増加しておりま

す。

－ 4 －
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財務活動によるキャッシュ・フローは46百万円の支出となり、前期比42

百万円の支出増加となりました。また前期末のＵＳドル預金残高を運転資

金に充当したため、現金及び現金同等物の期末残高は365百万円となり、前

期末から582百万円の減少となりました。

（利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当）

当社は、企業価値の向上により株主価値を高めることを経営の重要課題

として認識しており、業績を向上させ財務体質の強化を図ることにより安

定した配当をおこなうことを基本方針としております。

当期における期末配当につきましては、当初計画したとおり１株当たり

８円を配当したいと存じます。これにより年間配当は１株当たり11円とな

ります。

次期におきましても、一定の利益確保ができるものの、今後の成長に向

けた投資等も勘案し、中間配当を３円、期末配当を８円とし、年間11円の

配当（配当性向は49.5％）を計画しております。

なお、配当性向につきましては、連結当期純利益の25％以上を目標とし

ております。

(2) 設備投資の状況

当連結会計年度における設備投資の状況につきましては、新製品開発に

伴う金型投資等に550百万円の投資をおこないました。

(3) 資金調達の状況
該当事項はありません。

(4) 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

(5) 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

(6) 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継

の状況

該当事項はありません。

(7) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況

該当事項はありません。

－ 5 －
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(8) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

①　当社グループの直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　　分
第54期

(2015年度)
第55期

(2016年度)
第56期

(2017年度)
第57期（当連結会計年度）

(2018年度)

売 上 高(千円) 13,611,150 13,406,362 13,164,010 11,625,804

経 常 利 益(千円) 410,730 256,322 105,227 57,036

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

(千円) 330,906 177,435 108,514 18,940

１株当たり当期純利益 (円) 37.93 20.34 12.43 2.17

総 資 産(千円) 12,907,386 12,518,161 12,557,320 12,521,320

純 資 産(千円) 6,726,710 6,485,625 6,554,633 6,504,588

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 771.22 743.62 750.18 744.46

②　当社の直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　　分
第54期

(2015年度)
第55期

(2016年度)
第56期

(2017年度)
第57期（当事業年度）
(2018年度)

売 上 高(千円) 13,512,879 13,349,969 13,115,457 11,641,055

経 常 利 益(千円) 451,839 303,440 101,924 75,398

当 期 純 利 益(千円) 300,891 227,492 105,460 30,745

１株当たり当期純利益 (円) 34.49 26.08 12.08 3.52

総 資 産(千円) 12,848,711 12,545,250 12,601,893 12,573,031

純 資 産(千円) 6,781,376 6,572,187 6,616,126 6,578,169

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 777.49 753.54 757.22 752.88

(9) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

双鳥電器(深圳)有限公司 200百万円 100％
中国国内における家庭用電気機
器等の販売

株 式 会 社 マ イ ン ツ 10百万円 100％ 家電製品の企画・販売

－ 6 －
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(10) 対処すべき課題

当社は前期に３ヵ年（2018～2020年度）の中期経営計画を策定いたしまし

た。その際に掲げました成長戦略、(1)ブランディング＆ダイレクトマーケテ

ィング、(2)海外事業の推進、(3)ＦＰＳＣ（フリー・ピストン・スターリン

グ・クーラー）事業の推進を３本の矢とし、その実現のための重点施策６項

目（①アジア向け日本製美容家電の展開、②単独・少人数世帯向け白物家電

の拡充、③ニッチ家電に特化したビジネスモデルからの変革、④ｅコマース

（デジタルマーケティング）の強化、⑤民生用ＦＰＳＣへの挑戦、⑥AIやIoT

技術を活用したビジネスモデルの創造）を着実に実行してまいります。

国内事業におきましては、プロのハンドドリップを再現した全自動コーヒ

ーメーカー、及び単独・少人数世帯向け冷凍冷蔵庫や洗濯機、電子レンジな

どライフスタイル家電の売上が堅調に推移しており、さらなる拡販を進めて

まいります。また拡大を続けるポイントサービス市場、及び楽天市場などの

大手オンラインモールとの連携などにより、自社オンラインストアを中心に

デジタルマーケティングを強化してまいります。

海外事業につきましては、中国最大のＥＣショッピングモールである

「Tmall」にオープンした当社旗艦店を中心に、全国でも屈指のものづくりの

町・燕三条製の高品質な美容家電を本格的に拡販してまいります。ＦＰＳＣ

事業につきましても、昨年開設したグローバルサイトの活用や海外の展示会

に出展するなど、欧米地域を中心に営業活動を推進してまいります。

一方、為替相場の変動や原材料価格の高騰、国内外の人件費の上昇等に対

し安定した経営体制を実現するために、コストマネージメントの強化を実行

いたします。原価低減活動をさらに推進するとともに、物流体制の見直しも

含めた物流関連費用の抑制や、業務改革による生産性向上を継続的に実施し

てまいります。

また、中長期にわたり持続的な成長を実現するためにビジネスモデルの転

換が必要と考えており、人材の育成が最重要であると捉えております。社内

研修制度の充実に向け研修カリキュラムの充実・整備と動画も活用した企業

内大学「TWINBIRDアカデミー」の設立や人事制度の刷新により、企業体質の

強化を図ってまいります。

－ 7 －
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(11) 主要な事業内容（2019年２月28日現在）

当社は家電製品の製造・販売を主力に、ＦＰＳＣ（フリー・ピストン・ス

ターリング・クーラー）とその応用製品の製造・販売をおこなっております。

(12) 主要な営業所及び工場（2019年２月28日現在）

①　当社

本 社 ・ 工 場 新 潟 県 燕 市

東 京 支 社 東 京 都 中 央 区

大 阪 支 店 大 阪 府 大 阪 市 中 央 区

名 古 屋 営 業 所 愛 知 県 名 古 屋 市 中 区

福 岡 営 業 所 福 岡 県 福 岡 市 博 多 区

②　子会社

双 鳥 電 器 （ 深 圳 ） 有 限 公 司 中華人民共和国　広東省深圳市宝安区

株 式 会 社 マ イ ン ツ 東 京 都 中 央 区

－ 8 －
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(13) 従業員の状況（2019年２月28日現在）

①　当社グループの従業員の状況

従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

303(26)名 5名増(5名減)

(注) パート及び嘱託社員などの臨時従業員については（　）内に年間の平均人員を外数で記載し

ております。

　　②　当社の従業員の状況

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

295(26)名 6名増(5名減) 45.4歳 20.5年

(注) １.従業員数には、当社から社外への出向者（２名）を除いております。

２.パート及び嘱託社員などの臨時従業員については（　）内に年間の平均人員を外数で記

載しております。

(14) 主要な借入先の状況（2019年２月28日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 第 四 銀 行 2,167,730千円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 880,970

株 式 会 社 秋 田 銀 行 435,012

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 358,600

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 283,348

株 式 会 社 日 本 政 策 投 資 銀 行 252,640

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 100,000

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 35,026

(15) その他当社グループの現況に関する重要な事項

該当事項はありません。

－ 9 －
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２．会社の株式に関する事項（2019年２月28日現在）

(1) 発行可能株式総数 34,000,000株

(2) 発行済株式の総数 9,030,000株(自己株式 28,292株を含む。)

(3) 株     主     数 2,609名

(4) 大     株     主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 双 栄 1,190千株 13.22％

Ｅ Ｈ 株 式 会 社 765 8.50

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 626 6.96

深 江 節 子 554 6.15

ツ イ ン バ ー ド 従 業 員 持 株 会 477 5.30

株 式 会 社 第 四 銀 行 436 4.84

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 306 3.41

野 水 敏 勝 293 3.25

株 式 会 社 日 本 政 策 投 資 銀 行 276 3.07

野 水 重 勝 270 3.01

(注) 持株比率は自己株式（28,292株）を控除して計算しております。

３．会社の新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

－ 10 －
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４．会社役員に関する事項
(1) 取締役の氏名等（2019年２月28日現在）

当 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 野 水 重 明
双鳥電器(深圳)有限公司 董事長
株式会社双栄 代表取締役

専 務 取 締 役 佐 藤 　 勉 開発生産本部本部長 兼 製造部部長

取 締 役 浜 野 　 整
企画管理本部本部長
双鳥電器(深圳)有限公司 董事 兼 副総経理
株式会社マインツ 取締役

社 外 取 締 役 駒 宮 史 博
駒宮法律税務事務所 所長
新潟大学 名誉教授
青山学院大学大学院 特任教授

取締役（監査等委員） 伊 藤 健 一
双鳥電器(深圳)有限公司 監事
株式会社マインツ 監査役

社外取締役（監査等委員） 島 田 正 純 島田印刷紙工株式会社 代表取締役

社外取締役（監査等委員） 近 野 　 茂 近野茂公認会計士事務所 所長

(注) １.社外取締役（監査等委員）近野茂氏は、公認会計士の資格を有しており、財務・会計に

関する相当程度の知見を有しております。

２.監査等委員会の監査・監督機能を強化するため、取締役（監査等委員である取締役を除

く。）からの情報収集及び重要な社内会議における情報共有並びに内部監査部門と監査

等委員会との十分な連携を可能とすべく、伊藤健一氏を常勤の監査等委員として選定し

ております。

３.当社は駒宮史博氏、伊藤健一氏、島田正純氏及び近野茂氏との間で会社法第427条第１項

の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま

す。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としております。

４.当社は社外取締役である駒宮史博氏、島田正純氏及び近野茂氏を東京証券取引所の定め

に基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

－ 11 －

会社役員に関する事項
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５.当社は執行役員制度を導入しております。2019年２月28日現在の執行役員は以下のとお

りであります。

当社における地位 氏 名 担 当 業 務

執 行 役 員 小 林 和 則
企画管理本部副本部長 兼 経営企画部部長
兼 業務改革部部長
株式会社マインツ 代表取締役社長

執 行 役 員 広 田 光 雄 開発生産本部副本部長 兼 商品開発部部長

執 行 役 員 渡 邉 英 一
開発生産本部副本部長
兼 プロダクトディレクション部部長

執 行 役 員 宮 井 　 剛 ＳＣ営業部部長

執 行 役 員 山 下 　 誠 品質改革部部長

執 行 役 員 浅 見 孝 幸 企画管理本部長付

執 行 役 員 古 澤 隆 浩 企画管理本部長付

(2) 取締役の報酬等の総額

当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 を 除 く 。 ）
（う　ち　社　外　取　締　役）

4名
(1)

85,617千円
(3,600)

監 査 等 委 員 で あ る 取 締 役
（う　ち　社　外　取　締　役）

3
(2)

21,780
(5,400)

合 計 7 107,397

(注) １.取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬等の額は、2016年５月27日開催の第

54期定時株主総会において年額168百万円以内（ただし、従業員分給与は含まない。）と

決議いただいております。

２.監査等委員である取締役の報酬等の額は、2016年５月27日開催の第54期定時株主総会に

おいて年額25百万円以内と決議いただいております。

－ 12 －
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(3) 社外取締役に関する事項

①　他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該

他の法人等との関係

・社外取締役駒宮史博氏は、駒宮法律税務事務所所長であります。また、

新潟大学名誉教授、青山学院大学大学院特任教授であります。当社と

各兼職先との間には特別の関係はありません。

・社外取締役（監査等委員）島田正純氏は、島田印刷紙工株式会社の代

表取締役であります。なお、当社は島田印刷紙工株式会社との間に材

料仕入等の取引関係がありますが、その取引金額は僅少であります。

・社外取締役（監査等委員）近野茂氏は、近野茂公認会計士事務所所長

であります。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

②　他の法人等の社外取締役等としての重要な兼職の状況及び当社と当該

他の法人等との関係

該当事項はありません。

③　当事業年度における主な活動状況

活 動 状 況

社 外 取 締 役 駒 宮 史 博

当事業年度に開催された取締役会16回のうち14回に

出席いたしました。弁護士並びに税務の専門家とし

ての観点から適切な助言、提言を適宜おこなってお

ります。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

島 田 正 純

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに、ま

た、監査等委員会16回の全てに出席いたしました。

会社経営者としての豊富な経験から、取締役会にお

いて議案審議等に必要な発言をおこなっており、ま

た監査等委員会において、適宜必要な発言をおこな

っております。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

近 野 　 茂

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに、ま

た、監査等委員会16回の全てに出席いたしました。

公認会計士としての専門的見地から、取締役会にお

いて、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保

するための発言をおこなっております。また監査等

委員会において、適宜必要な発言をおこなっており

ます。

－ 13 －
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2019/04/23 15:34:46 / 18479531_ツインバード工業株式会社_招集通知

５．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称　　　　　太陽有限責任監査法人

(注) 当社の会計監査人でありました優成監査法人（消滅法人）は、2018年７月２日付で

太陽有限責任監査法人（存続法人）と合併いたしました。これに伴いまして、太陽

有限責任監査法人が会計監査人となっております。

(2) 会計監査人の報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 17,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上
の利益の合計額

17,000千円

(注) １.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に

基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、

当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２.監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積

りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証をおこなったうえで、会計監

査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

３.当社の海外子会社については、当社の会計監査人以外の公認会計士または監査法人（外

国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む。）の監査を受けております。

(3) 非監査業務の内容

該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定方針

監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必

要があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または

不再任に関する議案の内容を決定いたします。

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任い

たします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初

に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を

報告いたします。

－ 14 －

会計監査人の状況
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６．業務の適正を確保するための体制

(1) 取締役・執行役員・従業員（以下、全役職員といいます。）の職務の執

行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

①　取締役会は、コンプライアンスの推進を統括し、会社法その他の法令

に則った会社運営をおこなう旨の基本方針を決定します。

②　コンプライアンス委員会は、関連する規程、マニュアル等を明文化し、

全役職員への徹底を図ります。

③　コンプライアンスの維持については、取締役・執行役員が自己の分掌

範囲について責任を持っておこない、各部門長は、担当業務に適用さ

れる法令とその改正状況を把握するとともに、関連部門へ周知をする

ことにより、法令遵守の徹底を図ります。

④　監査等委員会は、内部監査部と連携して独立の立場から当社全体のコ

ンプライアンスの状況について監査します。

⑤　コンプライアンス委員会を、法令上疑義のある行為等について全役職

員が直接情報提供する窓口として置き、運用します。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制並びに職務

の執行の効率性が確保される体制

①　取締役会を原則として毎月１回開催し、重要事項の決定及び取締役相

互の業務執行状況の確認をおこないます。また、取締役会の機能をよ

り強化し、経営効率を向上させるため、経営会議を開催し、業務執行

に関する意思決定を機動的におこないます。業務執行機能を強化する

ため執行役員制度を採用するほか、取締役・執行役員・本部長等で構

成される執行役員会議を毎月開催し、経営課題の協議・決定・報告を

おこなっております。いずれもテーマに応じて検討会を実施しており

ます。

②　取締役会その他重要な会議の議事録や稟議書類、財務に関する重要な

情報等の保存対象書類、保存期間、検索のための分類方法及び保存場

所等を定める文書管理規程を作成し、取締役・監査等委員・執行役員

がこの規程に基づき、必要な文書等を容易に閲覧できるようにします。

③　業務分掌規程及び職務権限明細表規程に則り、全役職員の職務の執行

の効率性を確保します。

④　業務の簡素化、ＩＴの適切な利用を通じ、業務の効率化を推進します。

－ 15 －
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(3) 会社の重大な損失の発生を未然に防止するためのリスク管理体制

①　品質、災害、環境、情報セキュリティ等経営に重大な影響を及ぼす不

測事態による損失を防止するために、リスク管理に関する規程や不測

事態対応マニュアルを整備するとともに、それらについて全役職員に

対し、教育研修を実施し、予防体制を確立します。

②　全役職員は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実、不正行為、

法令・定款に違反する重大な事実が発生する可能性が生じた場合、も

しくは発生した場合は、内部監査部及び関連部署へ報告することとし、

内部監査部は監査等委員会に報告します。

③　重要な勘定科目や取引に関連する業務フローを見直し、問題点（リス

ク）を洗い出し、内部牽制システムを構築する等、コントロールの対

策をとります。

(4) 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

①　関係会社の経営については、その自主性を尊重しつつ、業務の状況に

ついて毎月報告を受ける等を内容とする関係会社管理規程を定め、グ

ループ全体での適切な情報の共有と意思疎通を図り、経営の適正性を

確保します。

②　当社は、月１回、当社及び当社子会社の取締役・執行役員・本部長等

が出席する執行役員会議を開催し、当社子会社において重要な事象が

発生した場合には、子会社に対し当該執行役員会議における報告を義

務付けています。

③　当社は、執行役員会議を通じ当社グループ全体のリスクを網羅的・統

括的に管理しています。

④　当社は、当社グループにおける職務分掌、指揮命令系統、権限及び意

思決定その他の組織に関する基準を定め、子会社にこれに準拠した体

制を構築させます。

⑤　当社は、コンプライアンスに関連する規程、マニュアル等を明文化し、

当社グループのすべての全役職員に周知徹底します。

－ 16 －
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(5) 監査等委員会の職務を補助すべき全役職員

　監査等委員会は、内部監査部の担当者に監査業務に必要な事項を命ずる

ことができるものとし、監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた

従業員はその命令に関して、取締役（監査等委員である取締役を除く。）・

執行役員等の指揮命令を受けないものとします。

(6) 全役職員が監査等委員会に報告をするための体制その他の監査等委員会

への報告に関する体制及びその他監査等委員会の監査が実効的におこな

われることを確保するための体制

①　監査等委員会が選定する監査等委員は、本社その他の拠点並びに関係

会社に対し、計画的に実地監査に赴き、現状の把握、問題点の指摘等

を実施しており、稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、

必要に応じて全役職員にその説明を求めます。

②　当社グループの全役職員は、法令等の違反行為等、当社または当社の

子会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実については、これを発見

次第、直ちに当社の監査等委員会に対して報告をおこなうものとしま

す。

③　当社は、当社の監査等委員会へ報告をおこなった当社グループの全役

職員に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いをおこ

なうことを禁止しその旨を当社グループの全役職員に周知徹底します。

④　当社は、監査等委員の職務の執行について生ずる費用等を支弁するた

め、毎年、一定額の予算を設けています。

⑤　監査等委員会が選定する監査等委員は、取締役会の他、経営会議等の

重要な会議に出席し、重要な意思決定過程及び取締役の職務の執行状

況を監査します。

(7) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

①　反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

当社は反社会的勢力との関係は一切持たないことを基本方針としてお

ります。市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力への対応

については、コンプライアンスの一環として取り組んでおり、組織と

して毅然とした対応を取ることを行動規範に定め、会社の重点施策と

して位置付けております。

－ 17 －

業務の適正を確保するための体制
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②　反社会的勢力排除に向けた整備状況

対応統括部署を定め、反社会的勢力による不当要求、組織暴力及び犯

罪行為に対しては、直ちに報告・相談する体制を整備しております。

また警察等が主催する連絡会に加入するなど平素より外部の専門機関

と連携を深め、反社会的勢力への対応に関する指導を仰ぎ、最新情報

を共有することにより被害の未然防止に向けた活動を推進しておりま

す。

≪業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要≫

当社は、上記に掲げた内部統制システムの整備をしておりますが、その

基本方針に基づき、以下の具体的な取り組みをおこなっております。

①　当社は、「コンプライアンス規程」を制定し、周知してきましたが、

業務を遂行するうえで特に重要と思われる問題に関して注意を要する

事項をまとめた「コンプライアンスマニュアル」を制定しております。

またコンプライアンスに対する意識の向上を図るため、全役職員を対

象に定期的にコンプライアンス研修を実施しております。

②　取締役会の議事録、稟議書、会計書類その他の業務執行に関する文書

について、文書管理規程その他関連する規程に基づき、その種類毎に

適切な保存期間を設定のうえ、適切に管理・保管しています。これら

の文書については、すべての取締役・監査等委員・執行役員が必要に

応じて閲覧できるようにしています。

③　毎月開催される執行役員会議において、各部門におけるリスクを報告

し、全社で情報を共有し、対応しております。いずれもテーマに応じ

て検討会を実施しております。

④　監査等委員会の監査が実効的におこなわれるために、監査等委員会は

内部監査部と連携し、監査を実施しております。必要に応じ他の従業

員に調査を依頼し、その報告を受けております。

７．会社の支配に関する基本方針

該当事項はありません。

－ 18 －

業務の適正を確保するための体制、会社の支配に関する基本方針
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連　結　貸　借　対　照　表

（2019年２月28日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 輌 運 搬 具

金 型

工具､器具及び備品

土 地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

リ ー ス 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

(7,435,909)

873,307

2,432,187

3,084,231

303,985

307,697

12,718

423,105

△1,323

(5,085,410)

(4,057,360)

1,259,457

53,202

2,566

330,122

88,289

2,056,499

267,222

(371,850)

343,997

27,852

(656,200)

520,362

72,135

64,482

△779

流 動 負 債 (3,344,367)

支払手形及び買掛金 200,410

短 期 借 入 金 1,500,000

一年内償還予定の社債 30,000

一 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 1,013,180

リ ー ス 債 務 169,248

未 払 法 人 税 等 17,901

未 払 消 費 税 等 1,101

賞 与 引 当 金 51,188

製品補修対策引当金 1,590

そ の 他 359,746

固 定 負 債 (2,672,363)

長 期 借 入 金 2,000,146

リ ー ス 債 務 433,736

退職給付に係る負債 124,265

役員株式給付引当金 28,320

資 産 除 去 債 務 20,100

そ の 他 65,795

負 債 合 計 6,016,731

純 資 産 の 部

株 主 資 本 (6,568,359)

資 本 金 1,742,400

資 本 剰 余 金 1,834,238

利 益 剰 余 金 3,110,067

自 己 株 式 △118,345

その他の包括利益累計額 (△63,770)

その他有価証券評価差額金 △184,445

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 95,396

為替換算調整勘定 32,092

退職給付に係る調整累計額 △6,813

純 資 産 合 計 6,504,588

資 産 合 計 12,521,320 負 債 ・ 純 資 産 合 計 12,521,320

－ 19 －

連結貸借対照表
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連　結　損　益　計　算　書

( 2018年３月１日から
2019年２月28日まで )

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 11,625,804

売 上 原 価 8,618,316

売 上 総 利 益 3,007,487

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,893,831

営 業 利 益 113,656

営 業 外 収 益 47,670

受 取 利 息 455

受 取 配 当 金 7,668

為 替 差 益 22,335

業 務 受 託 料 2,400

そ の 他 14,812

営 業 外 費 用 104,290

支 払 利 息 21,047

売 上 割 引 80,576

そ の 他 2,666

経 常 利 益 57,036

特 別 利 益 5,962

固 定 資 産 売 却 益 2,353

投 資 有 価 証 券 売 却 益 3,609

特 別 損 失 5,436

固 定 資 産 処 分 損 4,631

投 資 有 価 証 券 評 価 損 805

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 57,562

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 15,451

過 年 度 法 人 税 等 9,753

法 人 税 等 調 整 額 13,416

当 期 純 利 益 18,940

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 18,940

－ 20 －

連結損益計算書
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貸　借　対　照　表

（2019年２月28日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 輌 運 搬 具

金 型

工具､器具及び備品

土 地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ エ ア

リ ー ス 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

(7,311,355)

758,546

292,186

2,204,656

3,022,109

303,985

307,697

36,050

4,889

134,860

247,696

△1,323

(5,261,676)

(4,056,219)

1,231,988

27,468

53,202

2,566

330,122

88,049

2,056,499

266,323

(369,966)

4,650

13,979

342,659

8,677

(835,489)

520,362

184,158

69,151

62,596

△779

流 動 負 債 (3,333,681)

買 掛 金 191,414

短 期 借 入 金 1,500,000

一年内償還予定の社債 30,000

一 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 1,013,180

リ ー ス 債 務 168,180

未 払 金 286,183

未 払 費 用 29,137

未 払 法 人 税 等 16,629

前 受 金 7,739

預 り 金 28,640

賞 与 引 当 金 51,188

製品補修対策引当金 1,590

そ の 他 9,797

固 定 負 債 (2,661,179)

長 期 借 入 金 2,000,146

リ ー ス 債 務 432,349

退 職 給 付 引 当 金 114,468

役員株式給付引当金 28,320

資 産 除 去 債 務 20,100

そ の 他 65,795

負 債 合 計 5,994,861

純 資 産 の 部

株 主 資 本 (6,667,218)

資 本 金 (1,742,400)

資 本 剰 余 金 (1,834,238)

資 本 準 備 金 1,748,600

その他資本剰余金 85,638

利 益 剰 余 金 (3,208,926)

その他利益剰余金 3,208,926

繰越利益剰余金 3,208,926

自 己 株 式 (△118,345)

評価・換算差額等 (△89,049)

その他有価証券評価差額金 △184,445

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 95,396

純 資 産 合 計 6,578,169

資 産 合 計 12,573,031 負 債 ・ 純 資 産 合 計 12,573,031

－ 21 －

貸借対照表
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損　益　計　算　書

( 2018年３月１日から
2019年２月28日まで )

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 11,641,055

売 上 原 価 8,653,238

売 上 総 利 益 2,987,816

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,857,340

営 業 利 益 130,475

営 業 外 収 益 47,672

受 取 利 息 345

受 取 配 当 金 7,668

為 替 差 益 20,057

業 務 受 託 料 2,400

そ の 他 17,201

営 業 外 費 用 102,749

支 払 利 息 21,047

売 上 割 引 79,987

そ の 他 1,714

経 常 利 益 75,398

特 別 利 益 5,962

固 定 資 産 売 却 益 2,353

投 資 有 価 証 券 売 却 益 3,609

特 別 損 失 5,436

固 定 資 産 処 分 損 4,631

投 資 有 価 証 券 評 価 損 805

税 引 前 当 期 純 利 益 75,924

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 14,179

過 年 度 法 人 税 等 9,753

法 人 税 等 調 整 額 21,245

当 期 純 利 益 30,745

－ 22 －

損益計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2019年４月19日

ツ イ ン バ ー ド 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

太 陽 有 限 責 任 監 査 法 人
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小 松 　 亮 一 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須 永 　 真 樹 

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ツインバード工業株
式会社の2018年３月１日から2019年２月28日までの連結会計年度の連結計算
書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これに
は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場
から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が
国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかど
うかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき
監査を実施することを求めている。
  監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手す
るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又
は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた
めのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応
じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に
関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針
及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と
しての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
  当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した
と判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に準拠して、ツインバード工業株式会社及び連結
子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ
り記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 23 －

連結計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2019年４月19日

ツ イ ン バ ー ド 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

太 陽 有 限 責 任 監 査 法 人
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小 松 　 亮 一 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須 永 　 真 樹 
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ツインバード

工業株式会社の2018年３月１日から2019年２月28日までの第57期事業年度の
計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び
個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することに
ある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びそ
の附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統
制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監
査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
て監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書
に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査
計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監

査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断
により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示
のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の
有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算
書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す
る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経
営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附
属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びそ
の附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。
以　上

－ 24 －

計算書類に係る会計監査報告
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

当監査等委員会は、2018年３月１日から2019年２月28日までの第57期事業

年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び

結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる

事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されて

いる体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその

構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明

を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。

① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内

部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等

からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明

を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所におい

て業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、

子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必

要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい

るかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、

会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため

の体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関す

る品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って

整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、

計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）

及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、

連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

－ 25 －

監査役会の監査報告
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人 太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人 太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

2019年４月24日

ツインバード工業株式会社　監査等委員会

監 査 等 委 員 伊 藤 健 一 

監 査 等 委 員 島 田 正 純 

監 査 等 委 員 近 野 　 茂 

(注) 監査等委員 島田正純及び近野茂は、会社法第２条第15号及び第331条第

６項に規定する社外取締役であります。

以　上

－ 26 －

監査役会の監査報告
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件

当社は、企業価値の向上により株主価値を高めることを経営の重要課題とし

て認識しており、業績を向上させ財務体質の強化を図ることにより安定した配

当をおこなうことを基本方針としております。

当期の期末配当につきましては、上記の方針及び当期の業績、経営環境など

を考慮し、剰余金の処分につきましては以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

　　金銭

(2) 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　　当社普通株式１株につき８円　　総額　72,013,664円

これにより年間配当金は、中間配当金（１株につき３円）を含め、１株

につき合計11円となります。

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

　　2019年５月30日

－ 27 －

剰余金処分議案
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第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

本定時株主総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除き

ます。以下、本議案において同じです。）４名全員が任期満了となります。

つきましては、取締役４名の選任をお願いするものであります。

なお、本議案に関し、監査等委員会は特段の意見がない旨を確認しておりま

す。

取締役候補者は次のとおりであります。
候補者
番　号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当社株式の数

１

再任

のみず しげあき

野 水 重 明
( 1 9 6 5年1 0月1 3日生)

1989年３月　当社入社

2004年３月　当社海外営業部部長

2005年３月　当社営業本部副本部長

2007年６月　当社取締役営業本部副本部長

2009年10月　株式会社双栄 代表取締役（現任）

2010年６月　当社専務取締役経営企画室室長 兼 

輸出管理室室長 兼 情報管理部部長

2011年６月　当社代表取締役社長（現任）

2014年４月　双鳥電器(深圳)有限公司 董事

2017年５月　双鳥電器(深圳)有限公司 董事長　

（現任）

268,800株

【取締役候補者とした理由】

野水重明氏は、当社の海外営業・国内営業の管理職に就き、2011年６月に当社代表取

締役社長に就任して以来、社業を牽引し、これまでに培った経営全般に関する知識と経

験により、全役職員に対してリーダーシップを発揮しております。今後も当社の経営に

おける重要な意思決定と業務執行の監督に重要な役割を果たすことに適任であると判断

し、引き続き取締役候補者といたしました。

－ 28 －

監査役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案
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候補者
番　号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当社株式の数

２

再任

さとう つとむ

佐 藤 勉
( 1 9 5 8年1 0月3 1日生)

1979年３月　当社入社

1994年３月　当社生産管理部部長

2007年７月　当社開発･生産本部副本部長

2008年６月　当社取締役開発･生産本部副本部長

2011年６月　当社常務取締役開発･生産本部副本部長

2012年３月　当社常務取締役生産本部本部長

2014年３月　当社常務取締役品質生産管理本部本部長

2014年８月　当社常務取締役開発企画本部本部長 

兼 開発生産本部副本部長

2015年３月　当社常務取締役開発生産本部本部長

2016年３月　当社常務取締役開発生産本部本部長 

兼 開発企画本部本部長

2017年３月　当社常務取締役開発生産本部本部長

2017年５月　当社専務取締役開発生産本部本部長

（現任）

27,900株

【取締役候補者とした理由】

佐藤勉氏は、当社において長年にわたり生産管理等、当社内の幅広い部門の管理職に

就き、現場に精通した豊富な経験・知識と高い専門能力を有しております。加えて2008

年６月からは取締役として当社経営を担っております。今後も当社の経営における重要

な意思決定と業務執行の監督を十分に担える人物と判断し、引き続き取締役候補者とい

たしました。

－ 29 －

監査役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案
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候補者
番　号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当社株式の数

３

再任

はまの ただし

浜 野 整
( 1 9 5 5年 ９ 月 ７ 日 生)

2007年４月　株式会社第四銀行 新津支店長

2010年６月　株式会社遠藤製作所 取締役

2014年７月　当社入社

2014年９月　当社執行役員開発企画本部副本部長

2014年９月　双鳥電器(深圳)有限公司 副総経理

2015年３月　当社執行役員開発企画本部本部長

2016年３月　当社執行役員業務管理本部副本部長

2016年５月　当社執行役員業務管理本部本部長

2016年５月　株式会社マインツ 取締役（現任）

2016年９月　双鳥電器(深圳)有限公司 董事 　　

兼 副総経理（現任）

2017年３月　当社執行役員企画管理本部副本部長

2017年５月　当社取締役

2017年７月　当社取締役企画管理本部本部長

2019年３月　当社取締役管理本部本部長（現任）

2,800株

【取締役候補者とした理由】

浜野整氏は、当社において開発企画・品質管理・管理部門等、幅広い部門の管理職に

就き、豊富な経験・知識を有しております。これらの経験を活かして、当社の経営にお

ける重要な意思決定と業務執行の監督を十分に担える人物と判断し、引き続き取締役候

補者といたしました。

－ 30 －

監査役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案
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候補者
番　号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当社株式の数

４

新任 社外

かとう よしたか

加 藤 善 孝
( 1 9 5 9年 ８ 月1 7日 生)

1983年10月　プライスウォーターハウス　　　　

（現 ＰｗＣあらた有限責任監査法人）入所

1988年３月　公認会計士登録（現任）

1990年10月　フィデリティ投資顧問株式会社　　

（現 フィデリティ投信株式会社）入社

1994年５月　山田会計事務所（現 税理士法人 山田

＆パートナーズ）入所

1999年11月　優成監査法人（現 太陽有限責任監査

法人）代表社員

2002年３月　同監査法人 統括代表社員

2017年１月　同監査法人 会長代表社員

2017年６月　アルフレッサホールディングス株式会社

社外監査役（現任）

2018年７月　株式会社Ｃｒｏｗｅ ＰｒｏＣ.Ａ　

代表取締役社長（現任）

－

【社外取締役候補者とした理由】

加藤善孝氏は、公認会計士として、財務・会計面で高い専門性を有しております。会

計の専門家として客観的及び中立的な立場に立って、当社の経営における重要な意思決

定と業務執行の監督を十分に担える人物と判断し、社外取締役候補者といたしました。

(注) １.上記の各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２.加藤善孝氏は、社外取締役候補者であります。

３.当社は、加藤善孝氏の選任が原案どおり承認された場合には、同氏との間で会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する

予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額といたし

ます。

－ 31 －

監査役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案
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第３号議案　監査等委員である取締役２名選任の件

監査等委員である取締役伊藤健一氏及び近野茂氏は、本定時株主総会終結の

時をもって辞任されますので、その補欠として監査等委員である取締役２名の

選任をお願いするものであります。

なお、補欠として選任する監査等委員である取締役の任期は、当社定款の定

めにより、辞任する監査等委員である取締役の任期の満了する時までとなりま

す。

また、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。

監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番　号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当社株式の数

１

新任 社外 独立

こまみや ふみひろ

駒 宮 史 博
( 1 9 5 2年 ５ 月 ３ 日 生)

1985年７月　福井県小浜税務署長

1986年７月　大蔵省主税局国際租税課課長補佐

1988年５月　ＪＥＴＲＯサンフランシスコ事務所

駐在員

1991年７月　国税庁調査査察部調査課課長補佐

1994年７月　新潟大学大学院・法学部 助教授

1997年７月　新潟大学大学院・法学部 教授

2005年２月　弁護士登録（現任）

2005年２月　駒宮法律税務事務所開設（現任）

2017年５月　当社社外取締役（現任）

2018年４月　新潟大学 名誉教授（現任）

2018年９月　青山学院大学大学院 会計プロフェッ

ション研究科 特任教授（現任）

－

【監査等委員である社外取締役候補者とした理由】

駒宮史博氏は、行政機関・ＪＥＴＲＯ勤務において培った経験・見識を有すると共に、

弁護士・大学教授として法律・税務、特に国際税務に関する高い見識を有しております。

同氏は社外取締役となること以外の方法で会社経営に関与したことはありませんが、こ

れらの経験を活かして客観的及び中立的な立場から意見を述べ、監査等委員である取締

役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、監査等委員である社外取締役候補者

といたしました。

－ 32 －

監査等委員選任議案
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候補者
番　号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当社株式の数

２

新任 社外 独立

こむら たかし

小 村 隆
( 1 9 6 7年 ２ 月 ４ 日 生)

1994年11月　司法試験合格

1997年４月　弁護士登録（現任）

1997年４月　伴法律事務所入所

2002年10月　小村法律事務所開設（現任）

－

【監査等委員である社外取締役候補者とした理由】

小村隆氏は、弁護士としての豊富な経験と特に企業法務に関する高い見識を有してお

ります。同氏は過去に会社の経営に関与された経験はありませんが、これらを活かして

客観的及び中立的な立場から意見を述べ、監査等委員である取締役としての職責を適切

に遂行できるものと判断し、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

(注) １.各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２.駒宮史博氏及び小村隆氏は、社外取締役候補者であります。

３.当社は、駒宮史博氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任

の限度額は法令が定める額としており、同氏の選任が原案どおり承認された場合には、

同氏との当該契約を継続する予定であります。また、小村隆氏の選任が原案どおり承認

された場合には、同内容の責任限定契約を締結する予定であります。

４.駒宮史博氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、

本総会終結の時をもって２年となります。

５.当社は、駒宮史博氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として同取引所に届け出

ております。同氏の選任が原案どおり承認された場合には、同氏を引き続き独立役員と

する予定であります。また、小村隆氏につきましても、同氏の選任が原案どおり承認さ

れた場合には、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出る予定であります。

－ 33 －

監査等委員選任議案
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第４号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

本定時株主総会の開始の時をもって、2018年５月29日開催の第56期定時株主

総会において選任いただいた補欠の監査等委員である取締役小村隆氏の選任の

効力が失効しますので、改めて、監査等委員である取締役が法令に定めた員数

を欠くことになる場合に備え、監査等委員である取締役の補欠として、予め補

欠の監査等委員である取締役１名の選任をお願いするものであります。なお、

本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。

補欠の監査等委員である取締役の候補者は次のとおりであります。

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略　歴　、　地　位　及　び　担　当
（重　要　な　兼　職　の　状　況　）

所 有 す る
当社株式の数

社外 独立

いづつ いちろう

井 筒 一 郎
( 1 9 7 0年 １ 月1 3日 生)

2003年12月　税理士試験合格

2004年１月　田中税務会計事務所入所

2006年９月　税理士登録（現任）

2018年８月　井筒田中会計開設（現任）

－

【補欠の監査等委員である社外取締役候補者とした理由】

井筒一郎氏は、税理士としての経験と特に税務に関する高い見識を有しております。同氏は

過去に会社経営に関与された経験はありませんが、税理士事務所の所長を務めており、これら

の知識、経験を活かして客観的及び中立的な立場から意見を述べ、監査等委員である取締役と

しての職責を適切に遂行できるものと判断し、補欠の監査等委員である社外取締役候補者とい

たしました。

（注）１.候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２.井筒一郎氏は、補欠の社外取締役候補者であります。

３.当社は、井筒一郎氏が監査等委員である取締役に就任した場合、同氏との間で会社法第

427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結

する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額とい

たします。

４.当社は、井筒一郎氏が監査等委員である取締役に就任した場合、同氏を東京証券取引所

の定めに基づく独立役員として届け出る予定であります。

以　上

－ 34 －

補欠の監査等委員 選任議案
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メ　　モ

－ 35 －

メモ
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メ　　モ

－ 36 －

メモ
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メ　　モ

－ 37 －

メモ
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【送迎車のご案内】

「ＪＲ燕三条駅」１階

駅レンタカー

燕口

三条口

案
内
係

■　ＪＲ燕三条駅より送迎車を運行いたします。

（燕口に配車します。）

構内エスカレーターの１階付近に係員がおります。

送迎車乗り場までご案内いたします。

■　出発時刻は、９時10分です。

地図
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株主総会会場ご案内図

会場　新潟県燕市吉田西太田字潟向2084番地２
ツインバード工業株式会社　本社 大ホール(３階)

Ｎ

至新潟

三条・燕I.C三条・燕I.C

燕三条

ケーズデンキジョーシンジョーシンガソリンスタンド

県央地場産センター

中央橋燕橋県央大橋

中之口川

信
濃
川

燕

大鳥居至弥彦

燕市役所

至新潟

JR越後線

国道116号線

至柏崎

北越工業

セブン
イレブン

燕中央
自動車学校

燕郵便局

国道８号線

至上越

JR上越新幹線JR上越新幹線

JR
弥
彦
線

北陸自動車道北陸自動車道

至東京

条
三
至

条
三
至

大曲

ツインバード工業（株）
本社

吉田粟生津

春日町下粟生津

佐川急便
越後吉田営業所

若井製作所

セレモニーホール
越後

国道289号
線

広域案内図

柏崎 越後線 南吉田

吉田

新潟 白新線

羽越線新津

上越新幹線

燕三条
東三条

ツインバード工業
株式会社

信
越
線

信越線長岡
上越線

弥
彦

弥
彦
線

磐
越
西
線

お車でご来場の株主様へ

当日は会場構内に駐車場を

用意しております。

入口に係がおりますので、案

内に従ってご入場下さい。

交通　北陸自動車道　三条・燕インターよりお車で約15分
ＪＲ上越新幹線　燕三条駅よりお車で約15分
ＪＲ越後線　吉田駅よりお車で約10分

「ＪＲ燕三条駅」からの送迎車を用意しました。詳細は前ページをご覧下さい。

地図




